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　子どもの相対的貧困率は、国民生活基礎調査において平成３０年は１３．５％と、依然と
して７人に１人の子どもが貧困状態という厳しい状態が続いているなかで、京都府は、平成
２７年３月に「京都府子どもの貧困対策推進計画」を策定し、すべての子どもが生まれ育つ
環境に左右されることなく、その将来に夢や希望を持って成長していける社会の実現に向け
て様 な々施策を展開しています。その中心的施策として平成２９年度から「きょうとこどもの城
づくり事業（ひとり親家庭のこどもの居場所づくり事業）」を実施し、その一つに、地域支援拠
点型の事業があります。地域支援拠点型の事業とは、各地域の実状に応じた子どもの貧困
対策を推進するために、情報の発信、市町村や関係機関・団体との連携、居場所や子ども
食堂等の新 規開拓や開設・運営支援を行うための事業です。
　当法人は、令和２年４月にこどもの貧困対策を推進するための地域支援拠点(山城、乙
訓地域)の委託を受けました。
　こども食堂、こども居場所づくり事業、（以下こども食堂等）に対する相談や訪問取材によ
る広報紙づくり、関係団体の研修、交流会等の事業計画をしておりましたが、残念ながら昨
年度に引き続き今年度も新型コロナ感染症の拡大により事業の大幅縮小を余儀なくされま
した。
　しかしながら、コロナ禍でもできることとして、新型コロナウィルス感染症の拡大に伴う山城・
乙訓地域のこども食堂等の実施状況の把握や研修、交流会等の意向を７５の団体にアン
ケート調査を実施しました。その結果をまとめたものが、本冊子です。
　今後は、いただいたアンケートの結果に基づき地域支援拠点型の事業に取り組む予定
です。
アンケート調査にご協力をいただいた団体等の皆様に厚く御礼を申し上げるとともに、すべ
ての子どもが生まれ育つ環境に左右されることなく、その将来に夢や希望を持って成長して
いける社会の実現に向けて、より一層の努力をしてまいります。

令和４年３月

特定非営利活動法人
働きたいおんなたちのネットワーク
理事長　　切　明　友　子
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調査結果のまとめ 調査の目的・概要

　本調査は、京都府山城地域、乙訓地域のこども食堂、こども居場所づくり、サポーター活動(以下こども

食堂等)に対して、新型コロナウィルス感染症の拡大時におけるこども食堂等の実施状況と必要な支援、

研修内容、交流会等の意向を７５団体にアンケート調査をし、18団体の回答をまとめたものです。

　令和3年8月末日現在で取り組んでいた事業は、26事業（複数の取り組み有）であり、居場所づくりが

39％、こども食堂が19％、学習支援のみや見守りなどの他、こども食堂等の実施団体を支援する事業や、

ひとり親家庭のつどい交流事業などもあり、幅広い支援活動となっています。

　実施している市町村別では、宇治市、木津川市、久御山町、城陽市が各16％、宇治田原町が11％、

井手町、京田辺市、長岡京市、向日市、和束町が各5％となっており、令和2年度はすべての市町村で実

施されていましたが、令和3年度は5市町村で実施が確認されておりません。

　コロナ禍で、一つの事業所でも事業内容によって継続事業と中止事業があり、相談など三密防止ので

きる事業と、居場所などできない事業にわけて取り組んでいる状況がありました。

　実施している事業では、従来どおり継続実施している事業は38％、内容を変更して実施しているのは

24％、参加人数を制限して対応は24％で、工夫をして継続実施をしている状況でした。

今後の取り組みについては、現在中止しているが状況が改善されれば以前と同内容で実施するが

34％、状況が改善されれば縮小して実施するが33％でした。

　相談は、相談窓口を設けているが44％と多く、個別出張相談が17％と、こども食堂等の特性に合わせ

て集団ではなく、個別相談の対応が期待されています。

　支援員研修内容は、コミュニケーション等のスキルアップ研修が39％、見学が26％で、人材育成として

の研修が期待されています。

　交流会については、山城地域のみで開催36％、山城と乙訓地域が合同で開催32％でした。これは、

両地域の実施団体の数に大きな開きがあるので、合同開催希望と両地域での開催希望が同じ割合であ

ると推測されます。

　交流会の構成団体については、こども食堂等合同が38％、各市町村の社会福祉協議会31％、各市

町村21％でした。幅広い構成員による意見の交流会が希望されています。

調査趣旨・目的

　本アンケートは、山城地域、乙訓地域において、コロナ過で支援活動を行う団体の意見を伺い、必要と
される情報発信、地域連携、運営支援、開設支援等を実施し、地域の実情に応じた「こどもの貧困対策」
を推進することを目的としています。

 調  査  方  法

　書面によるアンケート形式の調査

 調  査  期  間

　令和３年７月１日から８月３１日

 調 査 対 象 者

　山城地域、乙訓地域の「こどもの貧困対策」に取り組む団体・グループ

 調  査  地  域

　井手町、宇治市、宇治田原町、大山崎町、笠置町、木津川市、京田辺市、久御山町、
　城陽市、精華町、長岡京市、南山城村、向日市、八幡市、和束町

  調　査　数

　75団体

  回　答　数

　18団体

  回　答　率

　24％



以前と同内容実施
34%

状況が改善されれば、
縮小実施
33%

その他
33%
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調査結果
実施事業別（複数実施事業あり） ■実施事業別

■実施形態別

■実施市町村別

■エリア別

こども食堂
居場所づくり
サポート活動
その他
合計

回答数
5
10
5
6
26

乙訓
山城北
山城南
合計

回答数
2
13
4
19

こども食堂のみ
居場所づくりのみ
サポート活動のみ
居場所とサポート
食堂居場所サポート
学習支援
フードバンク
交流事業
実施していない
合計

回答数
3
6
1
2
2
1
1
2
2
20

井手町
宇治市
宇治田原町
大山崎町
笠置町
木津川市
京田辺市
久御山町
城陽市
精華町
長岡京市
南山城村
向日市
八幡市
和束町
合計

回答数
1
3
2
0
0
3
1
3
3
0
1
0
1
0
1
19

実施市町村別

　回答者が実施されている事業は、こどもの居場所づくりが
39％と最も多く、次いでその他が23％、こども食堂、サポート
活動が19％でした。複数実施されているのは6団体で、その
他は学習支援、フードバンク、ひとり親家庭つどい交流事業、
民生児童委員と就学前の親子の交流の場などでした。

こども食堂
19%

居場所づくり
39%

サポート活動
19%

その他
23%

こども食堂のみ
15%

居場所づくり
のみ
30%

サポート活動のみ
5%

居場所とサポート
10%

食堂居場所
サポート
10%

学習支援
5%

フードバンク
5%

交流事業
10%

実施していない
10%

井手町
5%

宇治市
16%

宇治田原町
11%

木津川市
16%

京田辺市
5%

久御山町
16%

城陽市
16%

長岡京市
5%

向日市
5%

和束町
5%

乙訓
11%

山城北
68%

山城南
21%

調査結果
実施状況について ■実施状況

１） 継続して実施している ■継続して実施

■中止している

継続実施
中止
合計

回答数
21
3
24

以前と同じ
回数減
人数制限
内容変更
その他
合計

回答数
8
0
5
5
3
21

２） 中止している

状況が改善されれば、以前と同内容実施
状況が改善されれば、縮小実施
状況の有無にかかわらずやめる
未定
その他
合計

回答数
1
1
0
0
1
3

　以前と同じ内容で継続実施されているの
は、実施されている団体のうち38％で、内容
を変更して実施、人数制限で実施は24％、
その他14％となっています。
　同じ団体の中でも事業によって柔軟に対
応をされている場合として、緊急事態宣言に
より閉所となった場合は相談のみ実施、居
場所は継続で調理実習のみ中止などでし
た。

　状況が改善されれば以前と同じ内容で
実施するとした事業が34％、状況が改善さ
れれば縮小して実施する、その他33％でし
た。緊急事態宣言が解除された時点で定
例会は開催、その理由として「委員同士の
情報共有のため」や、「新型コロナ感染防
止のため」縮小して実施するなどがありまし
た。
　状況の有無にかかわらずやめる、未定は
０でした。

継続実施
87%

中止
13%

以前と同じ
38%

人数制限
24%

内容変更
24%

その他
14%



事業の広報
44%

利用者の募集
24%

人材募集
20%

その他
12%

会場確保
16%

人材確保
36%

資金確保
36%

その他
12%

スキルアップ講習
39%

見学
26%

他の団体での
実習
13%

zoom等を利用した
リモートでの研修

9%

その他
13%

相談窓口
44%

個別出張相談
(継続支援等）

17%個別出張相談
（開設支援等）

6%

その他
33%
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調査結果
必要な支援について

■相談

■支援員研修

相談窓口
個別出張相談(継続支援等)　
個別出張相談(開設支援等)　
その他
合計

回答数
8
3
1
6
18

スキルアップ講習 
見学
他の団体での実習
zoom等を利用したリモートでの研修
その他
合計

回答数
9
6
3
2
3
23

調査結果

■資金資源１） 相談について 3） 資金、資源について

2） 支援員の研修について ■広報

会場確保
人材確保
資金確保
その他
合計

回答数
4
9
9
3
25

4） 広報について

事業の広報
利用者の募集
人材募集
その他
合計

回答数
11
6
5
3
25

　こどもたちへの支援活動の継続や新規立
ち上げに必要な資金や資源の支援につい
ては、一番多いのは人材確保と資金確保で
36％、会場確保16％、その他12％でした。
「参加者から会費徴収がなしにできたらよい
と考える」との回答もありました。

　こどもたちへの支援活動の継続や新規立
ち上げに必要な広報は、事業の広報と答え
た団体が44％、利用者の募集は24％、人
材募集は20％、その他12％でした。
　その他の回答で「町内広報活用のため、
特になし」と回答された団体もありました。
　広報活動は、広報誌づくりやニーズにマッ
チする配布先の開拓、紙物だけでなくSNS
等の活用や口コミなども併用するのでかなり
手がかかります。広報は利用者や支援者の
募集にもつながるため、多くの団体が必要と
しています。

　相談については相談窓口がある団体が
44％、継続支援に関する個別対応を希望
される団体が17％、開設支援6％、その他
が33％でした。
　その他の内容については中学生の学習
支援、行政機関（教育委員会を含む）相談
支援でした。

　支援員の研修については、スキルアップ
研修が一番多く39％、見学が26％、他の
団体での実習が13％、zoom等を利用した
リモートでの研修が9％、その他が13％でし
た。
　「現在、実施計画がありません」との回答
もありました。



こども食堂のみ
3%

こどもの居場所のみ
3%

こども食堂等合同
38%

山城、乙訓市町村
21%

山城、乙訓社協
32%

その他
3%

山城地域のみ
36%

山城、乙訓地域
32%

zoom等を利用
20%

その他
12%

９8

調査結果
交流会について

■交流会

■構成団体について

山城地域のみ　
乙訓地域のみ　
山城、乙訓地域
zoom等を利用
その他
合計

回答数
9
0
8
5
3
25

こども食堂のみ
こどもの居場所のみ
サポーター活動のみ
こども食堂等合同
山城、乙訓市町村
山城、乙訓社協
その他
合計

回答数
1
1
0
11
6
9
1
29

アンケート調査項目

１） 地域別交流会について

2） 構成団体について

　地域別交流会については、山城地域の
み開催が36％、山城と乙訓地域合同開催
が32％、zoom等を利用が20％、その他が
12％でした。
　「当面（最初）は小さな地域（市町村）か
ら出発したらと思う」と回答いただいた団体
もありました。

１． 貴団体の支援活動実施地域、予定地域についてお尋ねします。
　　□井手町　　　□宇治市　　　□宇治田原町　　　□大山崎町　　　□笠置町
　　□木津川市　　□京田辺市　　□久御山町　　　　□城陽市　　　　□精華町
　　□長岡京市　　□南山城村　　□向日市　　　　　□八幡市　　　　□和束町

２． 貴団体の実施(予定)事業についてお尋ねします。
　　□こども食堂　　□居場所づくり　　□サポート活動　　
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

３． 貴団体が行っている事業の現在の実施状況についてお尋ねします。
　  また、中止している場合はその理由をお願いします。
　１）継続して実施している
　　□以前と同じように実施　　□回数を減らして実施　　□人数を制限して実施
　　□内容を変更　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

　２）中止している
　　□状況が改善されれば、以前と同じ内容で実施する（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　  　）
　　□状況が改善されれば、縮小して実施する（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　□状況の有無にかかわらずやめる（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ）
　　□未定（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

４． 貴団体がこどもたちへの支援活動を継続、または新規で実施するために必要な支援についてお尋ねします。
　  (複数回答)
　１）相談について
　　□相談窓口　　□個別出張相談(継続支援等)　□個別出張相談(開設支援等)　
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

　２）支援員の研修について
　　□スキルアップ講習 　　□見学  　　□他の団体での実習　
　　□zoom等を利用したリモートでの研修　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

　３）資金、資源について
　　□会場確保　　□人材確保　　□資金確保　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

　４）広報について
　　□事業の広報　　□利用者の募集　　□スタッフ等の人材募集
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

５． 状況が収まれば交流会を実施する予定です。仮に実施する場合は、どの地域の団体との交流が希望ですか。
　  また、どのような構成員がいると活動しやすいと思いますか（複数回答）
　１）地域別交流会について
　　□山城地域の支援団体のみ　□乙訓地域の支援団体のみ　□山城、乙訓地域の支援団体
　　□zoom等を利用したリモートでの交流会　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

　２）構成団体について
　　　□こども食堂のみ　　□こどもの居場所のみ　　□サポーター活動のみ
　　　□こども食堂、こどもの居場所、サポーター活動合同
　　　□山城、乙訓地域の市町村担当者　　□山城、乙訓地域の社会福祉協議会
　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

６．山城、乙訓地域のこどもの居場所やこども食堂等に係る支援者の皆様の活動紹介や情報共有のための冊子
　 づくり、ホームページ制作、メーリングリスト等を予定しています。

　 つきましては、賛同いただける団体等の連絡先のご記入をお願いいたします。

　構成団体についてはこども食堂等合同
が38％、山城、乙訓地域社協が32％、山
城、乙訓市町村が21％、こども食堂のみ、こ
どもの居場所のみ、その他が3％でした。
　こども食堂等合同の中には、こども食堂、
こどもの居場所、サポーター活動を合同でさ
れている団体もありました。
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取り組み事例紹介
こどもたちが
安心できる
居場所

きょうとこどもの城づくり事業（ひとり親家庭のこどもの居場所づくり事業）は、ひとり親家庭の
悩みや不安を持つ子どもと保護者それぞれが、気軽に交流し集うことができ、子どもの生活
支援や学習支援等を実施する居場所を提供しています。
山城、乙訓地域でこの事業を実施されている団体の取り組みを紹介します。

　地域の方々が気軽に集って楽しめる居場所とし
てカフェを実施しつつ、40年以上に渡って塾を行
う中で「ご飯を食べていない」というひとり親家庭
の子が気になり、何かできないかと始めたのがこど
も食堂でした。地域では7人に1人がひとり親家庭
ということもあり、夏休みなどには20人を超えるこど
もたちが集まります。
　こどもの居場所では学習支援をするほか、こども
食堂も併設。月に1度のこども農園では、畑で野菜
の苗を植えたり、用水路で虫取りをするなどの体験
学習を行っています。活動を通して異年齢が関わ
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。

ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。

極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。

ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
学習を行っています。活動を通して異年齢が関わ
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終

学習を行っています。活動を通して異年齢が関わ学習を行っています。活動を通して異年齢が関わ

極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、

ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。
わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、
「おかわりある？」と元気な声が飛び交います。

ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積
極的に面倒を見たりします。農園での活動が終
ることで、年上の子は年下の子をフォローしたり、積

わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、わったら居場所に戻ってお昼ご飯。「おいしい！」、

ひとり親家庭のこどもの居場所　きょうとこども食堂

NPO法人NewFamilyママズ＆パパス

◆NPO法人NewFamilyママズ＆パパス
京都府城陽市久世里ノ西１５３－１３
活動日　火・木・土13：00～19：00　こどもの居場所・こども食堂
TEL　0774-53-3709

NPO法人NewFamilyママズ＆パパスの方々
中央は代表の西尾泰憲さん。後列左からト田（しめ
だ）健司さん、稲田徹さん、郡山湖斗美さん、西尾
明修さん。

ひとり親家庭のこどもの居場所

　こどもの進学に備えて塾の費用のため、ダブルワ
ークを余儀なくされている現状を何とかしたいとい
う思いで立ち上がったのが、平成25年のこどもの
居場所事業でした。夏休みを中心にスタートした
こどもの居場所は、今では3か所になりました。幼児
・小学生対象のバンブーガーデンでは宿題をする
ほか、月に1度は絵本の読み聞かせを。小・中学
生対象のアイリスガーデン（2か所で実施）では英
会話の学習も行っています。自分たちですることの
楽しさを知ってもらうために、食事の時は台ふき、お
はしを出すなど、こどもたちが決めた当番で準備を
しています。
　「アイリスではプリントをしながらじっくり質問でき
るので理解しやすいです」との声もありました。

長岡京市三つ和母子会

おやつ作り

英語学習の様子

◆長岡京市三つ和母子会
小・中学生対象の「アイリスガーデン」活動日　火・土
幼児・小学生対象の「バンブーガーデン」活動日　毎月第4金曜日　※開催場所の詳細は要問合せ
TEL　070-1769-3336
（または長岡京市健康福祉部　子育て支援課　075-955-9558）
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ご回答いただいた団体一覧

ありがとうございました。

井手町 おやこCAFÉ　～楽RAKUごはん～

宇治市 宇治市役所　こども福祉課

宇治市 NPO法人　Sports Kids Station

宇治田原町 社会福祉法人　宇治田原町社会福祉協議会

木津川市 社会福祉法人　木津川市社会福祉協議会

木津川市 木津川市母子会

木津川市 木津川市の団体（団体名の記載なし）

京田辺市 NPO法人　そよかぜ子育てサポート

久御山町 久御山町役場　民生部　住民福祉課

久御山町 社会福祉法人　久御山町社会福祉協議会

久御山町 久御山町母子寡婦（さつき）会

城陽市 城陽市役所

城陽市 社会福祉法人　城陽市社会福祉協議会

城陽市 NPO法人　優人

長岡京市 長岡京市三つ和母子会

向日市 向日市民生児童委員連絡協議会　民協事務局

和塚町 社会福祉法人　和束町社会福祉協議会

宇治市 特定非営利活動法人　働きたいおんなたちのネットワーク

きょうとこども食堂きょうとこども食堂

　井手町に来て4年、ご夫婦も子育て中であるこ
とから「たまにはお母さんにも楽してもらいたい」と
始めたのがこの活動の始まりでした。もともとこの場
でお茶・お菓子付きで100円の地域カフェとして近
隣の方々が集っていましたが、コロナ過で断念。地
域の人に喜んでいただきたいとの思いをあきらめき
れずに、月1回のこども食堂をはじめることにしまし
た。
　ピザ窯で焼くピザやカレーなど、こどもが喜ぶメ
ニューを提供するほか、昔給食で出された白玉フ
ルーツポンチやスイートポテトなど、手作りのデザー
トもついています。
　「ひとしゃべりして帰ってもらいたい」とスタッフも
一緒に食事をし、親同士の交流を深める場にも
なっています。

おやこＣＡＦE～楽RAKUごはん～

おやこＣＡＦE～楽RAKUごはん～
前列右は上川恵さん、後ろは上川孝喜さん。
左はボランティアのお二人。

◆おやこＣＡＦE～楽RAKUごはん～
京都府綴喜郡井手町大字井手小字野神34-1
活動日はお問い合わせください
TEL　 080-8731-7171
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	こどもの貧困対策A4冊子P2-P3
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